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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  蓮田市立蓮田中央小学校                        

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒349－0121 

       埼玉県蓮田市関山３－６－１                              

  E-mail  e-chuo.hasuda@nifty.com                      

  Website  http://homepage2.nifty.com/chuo/                     

  児童生徒数  男子 312 名   女子 281 名  合計 593 名 

        児童・生徒の年齢  6 歳～12 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

■ 食育 

□ 伝統文化 

■ そのほか（ 地域交流 ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

【１年生】 

 ・生活科「あさがおをそだてよう」の学習において、あさがおの栽培を通して

自然の不思議さや素晴らしさを受け止めながら、生命あるものを大切にしよ

うとする豊かな心情を育んだ。 

 ・学活「なかよくあそぼう」の学習において、保育園や幼稚園の年長組の園児

たちとの交流活動を通して、主体的に関わろうとする心情やコミュニケーシ

ョン能力の向上を図った。 

【２年生】 

 ・生活科「やさいをそだてよう」の学習において、環境変化に合わせながら一

人一鉢で野菜を育てたり、育てた野菜を使った料理で収穫の喜びを味わった

りすることで、自然の恵みに感謝する豊かな心を育成した。 

【３年生】 

 ・社会科「市ではたらく人びとのしごと」や総合的な学習の時間「蓮田ものし

りはかせ」の学習において、学区内の公共施設等の調査活動や地域の人々と

のふれあいを通して、「自己を見つめ直す」「お互いのよさを認め合う」「社会

との関わりを深める」機会とした。 

 ・総合的な学習の時間「野菜プロジェクト」では、一人一鉢栽培や学級園での

野菜作り、さらにその野菜を使った料理をして収穫を喜ぶ活動を通し、課題

発見能力や問題解決能力の育成を図ると共に、気候と環境の変化に気づき生

命を尊重する態度を育てた。 

【４年生】 

 ・総合的な学習の時間「チャレンジ！ザ・町の自然博士」の学習において、地

元の「黒浜沼の自然を大切にする会」の方々に教えていただきながら、地域

の黒浜沼に生息する植物・生物についての調査活動を実施した。 

 ・蓮田市の自然環境について気づきや発見をまとめ発表する活動を通して、将

来にわたり価値ある財産として残そうとする心情を育てた。 

【５年生】 

 ・総合的な学習の時間「世界に飛び立とう!」の学習において、地域に住む外国

人との交流体験をもとに、外国の言語や衣食住に触れながら異文化体験活動

をすることにより、諸外国について理解を深めると同時に、日本の伝統文化

のよさを再発見させた。 

 ・総合的な学習の時間｢お米のひみつをさぐろう｣では、バケツイネの栽培体験

を通して、米農家の人々の苦労や自然との関わりについて学ぶと同時に、日

本の食文化のルーツや現代の食糧問題などにまで学習を広げた。 

【６年生】・ 

 ・社会「日本とつながりの深い国々」「世界の未来と日本の役割」の学習におい

て、日本と関係の深い国々について調べる活動を通して、日本と諸外国との

交流、世界の中の日本、他国と自国のよさと違いに気づかせ、日本人として

の自覚や誇りを持ち、将来、地球人として共に生きていくことの大切さを学

ばせた。 
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【特別支援学級】 

 ・生活単元学習では、地域の農家に土地を借りて「サツマイモ栽培」に取り組

んだ。自然体験学習を通して、他者と関わったり生命の大切さを感じたりす

る機会を積極的に設けた。 

 

 （２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


